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（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 後 改 正 前

別表 別表

医療観察診療報酬点数表 医療観察診療報酬点数表

第１章 基本診療料 第１章 基本診療料

通則 通則

（略） （略）

第１節 入院料 第１節 入院料

入院対象者入院医学管理料（１日につき） 入院対象者入院医学管理料（１日につき）

イ～ハ （略） イ～ハ （略）

注１～注８ （略） 注１～注８ （略）

注９ 診察に係る費用（次のいずれかに該当するものを除く。）は 注９ 診療に係る費用（第２章の医療観察精神科電気痙攣療法に係
けいれん

、所定点数に含まれるものとする。 る費用及び医療観察退院前訪問指導料並びに第４章特定治療料

のうち、診療報酬の算定方法（平成20年厚生労働省告示第59号

）別表第一医科診療報酬点数表（以下「医科診療報酬点数表」

という。）第２章第４部画像診断、第９部処置及び第10部手術

のうち、1,000点以上のものに係る費用を除く。）は、所定点

数に含まれるものとする。

イ 第２章の医療観察精神科電気痙攣療法に係る費用及び医療 （新設）
けいれん

観察退院前訪問指導料

ロ 第４章特定治療料のうち、診療報酬の算定方法（平成20年 （新設）

厚生労働省告示第59号）別表第一医科診療報酬点数表（以下

「医科診療報酬点数表」という。）第２章第４部画像診断、

第９部処置及び第10部手術であって、1,000点以上のものに

係る費用

ハ クロザピンの薬剤料 （新設）

注10・注11 （略） 注10・注11 （略）



第２節 通院料 第２節 通院料

１ 通院対象者通院医学管理料（１月につき） １ 通院対象者通院医学管理料（１月につき）

イ～ニ （略） イ～ニ （略）

注１・注２ （略） 注１・注２ （略）

注３ 前期通院対象者通院医学管理料、中期通院対象者通院医学管 注３ 前期通院対象者通院医学管理料、中期通院対象者通院医学管

理料及び後期通院対象者通院医学管理料の診療に係る費用（次 理料及び後期通院対象者通院医学管理料の診療に係る費用（第

のいずれかに該当するものを除く。）は、通院対象者通院医学 ２章医療観察精神科専門療法に係る費用並びに第４章特定治療

管理料に含まれるものとする。 料のうち、医科診療報酬点数表第２章第１部医学管理等（区分

番号B001の２に掲げる特定薬剤治療管理料及び区分番号B001の

６に掲げるてんかん指導料の費用に限る。）、第３部検査、第

４部画像診断、第５部投薬（区分番号F400に掲げる処方せん料

を除く。)、第６部注射、第７部リハビリテーション、第９部

処置（各区分に掲げる処置のうち、100点以上のものに限る。)

、第10部手術、第11部麻酔、第12部放射線治療及び第13部病理

診断に係る費用を除く。)は、通院対象者通院医学管理料に含

まれるものとする。

イ 第２章医療観察精神科専門療法に係る費用 （新設）

ロ 第４章特定治療料のうち、医科診療報酬点数表第２章第１ （新設）

部医学管理等（区分番号B001の２に掲げる特定薬剤治療管理

料及び区分番号B001の６に掲げるてんかん指導料の費用に限

る。）、第３部検査、第４部画像診断、第５部投薬(区分番

号F400に掲げる処方箋料を除く。)、第６部注射、第７部リ

ハビリテーション、第９部処置（各区分に掲げる処置のうち

、100点以上のものに限る。）、第10部手術、第11部麻酔、

第12部放射線治療及び第13部病理診断に係る費用

注４～注７ （略） 注４～注７ （略）

注８ クロザピンによる治療を受けている対象者を受け入れた場合 （新設）

は、治療抵抗性統合失調症対象者受入促進加算として、医療観

察治療抵抗性統合失調症治療指導管理料の初回算定時に限り、



所定点数に2,220点を加算する。

２ （略） ２ （略）

第２章 医療観察精神科専門療法 第２章 医療観察精神科専門療法

通則 通則

（略） （略）

１ 医療観察精神科電気痙攣療法 2,800点 １ 医療観察精神科電気痙攣療法 3,000点
けいれん けいれん

注１・注２ （略） 注１・注２ （略）

注３ 麻酔に従事する医師（麻酔科につき医療法（昭和23年法律第 （新設）

205号）第６条の６第１項に規定する厚生労働大臣の許可を受

けた者に限る。）が麻酔を行った場合は、所定点数に900点を

加算する。

２ （略） ２ （略）

３ 医療観察通院精神療法（１回につき） ３ 医療観察通院精神療法（１回につき）

イ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和25年法律第12 （新設）

3号）第29条又は第29条の２の規定による入院措置を経て退院し

た患者であって、都道府県、保健所を設置する市又は特別区が作

成する退院後に必要な支援内容等を記載した計画に基づく支援期

間にあるものに対する、当該計画に基づく療養を担当した実績が

ある精神科の医師が、通院対象者に対して医療観察通院精神療法

を行った場合 660点

ロ イ以外の場合で、法第42条第１項第２号又は第51条第１項第２ イ 法第42条第１項第２号又は第51条第１項第２号による決定を受

号による決定を受けた後初めて指定通院医療機関において診療を けた後初めて指定通院医療機関において診療を行った日において

行った日において、60分以上行った場合 540点 、地域の精神科救急医療体制を確保するために必要な協力等を行

っている精神保健指定医等が医療観察通院精神療法を行った場合

600点

ハ イ又はロ以外の場合 ロ イ以外の場合

⑴・⑵ （略） ⑴・⑵ （略）

注１～注４ （略） 注１～注４ （略）

注５ ハの⑴については、抗精神病薬を服用している通院対象者 注５ ロの⑴については、抗精神病薬を服用している通院対象者に

について、客観的な指標による当該薬剤の副作用の評価を行っ ついて、客観的な指標による当該薬剤の副作用の評価を行った



た場合は、医療観察特定薬剤副作用評価加算として、月１回に 場合は、医療観察特定薬剤副作用評価加算として、月１回に限

限り所定点数に25点を加算する。 り所定点数に25点を加算する。

４ 医療観察認知療法・認知行動療法(１日につき) ４ 医療観察認知療法・認知行動療法(１日につき)

イ 医師による場合 480点 イ 地域の精神科救急医療体制を確保するために必要な協力等を行

っている精神保健指定医による場合 500点

（削る） ロ イ以外の医師による場合 420点

ロ 医師及び看護師が共同して行う場合 350点 ハ 地域の精神科救急医療体制を確保するために必要な協力等を行

っている精神保健指定医と看護師が共同して行う場合 350点

注１～注３ （略） 注１～注３ （略）

５～６ （略） ５～６ （略）

７ 医療観察精神科ショート・ケア（１日につき） ７ 医療観察精神科ショート・ケア（１日につき）

イ （略） イ （略）

ロ （略） ロ （略）．

注１～注５ （略） 注１～注５ （略）

注６ イについては、40歳未満の通院対象者に対して、当該通院対 （新設）

象者と類似の精神症状を有する複数の患者と共通の計画を作成

し、当該計画について文書により提供し、当該通院対象者の同

意を得た上で、当該計画に係る複数の患者と同時に医療観察精

神科ショート・ケアを実施した場合に、前期通院対象者通院医

学管理料を算定する期間を限度として、週１回に限り、疾患別

等専門プログラム加算として、所定点数に200点を加算する。

ただし、精神科の医師が特に必要性を認めた場合は、中期通院

対象者通院医学管理料を算定する期間を限度として、更に週１

回かつ計20回に限り算定できる。

８～10 （略） ８～10 （略）

11 医療観察精神科訪問看護・指導料 11 医療観察精神科訪問看護・指導料

イ （略） イ （略）

ロ 削除 ロ 医療観察精神科訪問看護・指導料(Ⅱ) 160点

ハ （略） ハ （略）



注１ （略） 注１ （略）

（削る） 注２ 医療観察精神科訪問看護・指導料(Ⅱ)については、通院対象者

であって、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する

ための法律（平成17年法律第123号）に規定する障害福祉サー

ビスを行う施設及び福祉ホームに入所している複数のものに対

して、指定通院医療機関（令第１条各号に掲げるものを除く。

）の保健師等を訪問させて、同時に看護又は療養上必要な指導

を行わせた場合に算定する。

注２ 医療観察精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)については、通院対象者 注３ 医療観察精神科訪問看護・指導料(Ⅲ)については、通院対象者

（同一建物居住者に限る。）又はその家族等に対して、指定通 （同一建物居住者に限り、注２に規定する通院対象者を除く。）

院医療機関（令第１条各号に掲げるものを除く。）の保健師等 又はその家族等に対して、指定通院医療機関（令第１条各号に

を訪問させて、看護又は療養上必要な指導を行わせた場合に算 掲げるものを除く。）の保健師等を訪問させて、看護又は療養

定する。 上必要な指導を行わせた場合に算定する。

注３ 注１及び注２に規定する場合（いずれも30分未満の場合を除 注４ 注１及び注３に規定する場合（いずれも30分未満の場合を除

く。）であって、複数の保健師等、准看護師又は看護補助者を く。）であって、複数の保健師等、准看護師又は看護補助者を

訪問させて、看護又は療養上必要な指導を行わせた場合は、医 訪問させて、看護又は療養上必要な指導を行わせた場合は、次

療観察複数名精神科訪問看護・指導加算として、次に掲げる区 に掲げる区分に従い、いずれかを所定点数に加算する。ただし

分に従い、１日につき、いずれかを所定点数に加算する。ただ 、ハの場合にあっては週１回を限度とする。

し、ハの場合にあっては週１日を限度とする。

イ 所定点数を算定する医療観察精神科訪問看護・指導を行う イ 所定点数を算定する医療観察精神科訪問看護・指導を行う

保健師等が他の保健師等と同時に医療観察精神科訪問看護・ 保健師等が他の保健師等と同時に医療観察精神科訪問看護・

指導を行う場合 指導を行う場合 450点

⑴ １日に１回の場合 450点 （新設）

⑵ １日に２回の場合 900点 （新設）

⑶ １日に３回以上の場合 1,450点 （新設）

ロ 所定点数を算定する医療観察精神科訪問看護・指導を行う ロ 所定点数を算定する医療観察精神科訪問看護・指導を行う

保健師等が准看護師と同時に医療観察精神科訪問看護・指導 保健師等が准看護師と同時に医療観察精神科訪問看護・指導

を行う場合 を行う場合 380点

⑴ １日に１回の場合 380点 （新設）



⑵ １日に２回の場合 760点 （新設）

⑶ １日に３回以上の場合 1,240点 （新設）

ハ （略） ハ （略）

（削る） 注５ 注２に規定する場合であって、看護・指導時間が３時間を超

えた場合は、３時間を超えた時間について、５時間を限度とし

て１時間又はその端数を増すごとに所定点数に40点を加算す

る。

注４ 注１及び注２に規定する場合であって、急性増悪等により長 注６ 注１及び注３に規定する場合であって、急性増悪等により長

時間の訪問を要する者に対し、指定通院医療機関（令第１条各 時間の訪問を要する者に対し、指定通院医療機関（令第１条各

号に掲げるものを除く。）の保健師等が、長時間にわたる医療 号に掲げるものを除く。）の保健師等が、長時間にわたる医療

観察訪問看護・指導を実施した場合には、医療観察長時間精神 観察訪問看護・指導を実施した場合には、医療観察長時間精神

科訪問看護・指導加算として週１回に限り、所定点数に520点 科訪問看護・指導加算として週１回に限り、所定点数に520点

を加算する。 を加算する。

注５ 医療観察精神科訪問看護・指導料については、前期通院対象 注７ 医療観察精神科訪問看護・指導料については、前期通院対象

者通院医学管理料を算定した月にあっては週５回、それ以外の 者通院医学管理料を算定した月にあっては週５回、それ以外の

場合にあっては週３回を限度として、患者１人につきそれぞれ 場合にあっては週３回を限度として、患者１人につきそれぞれ

所定点数を算定する。ただし、注１及び注２に規定する場合で 所定点数を算定する。ただし、注１及び注３に規定する場合で

あって、当該通院対象者が服薬中断等により急性増悪し、医師 あって、当該通院対象者が服薬中断等により急性増悪し、医師

が必要と認め指示した場合には、当該急性増悪した日から７日 が必要と認め指示した場合には、当該急性増悪した日から７日

以内の期間について、１日につき１回に限り算定することがで 以内の期間について、１日につき１回に限り算定することがで

きる。 きる。

注６ 注５ただし書の通院対象者について、更に継続した医療観察 注８ 注７ただし書の通院対象者について、さらに継続した医療観

精神科訪問看護・指導が必要と医師が判断した場合には、急性 察精神科訪問看護・指導が必要と医師が判断した場合には、急

増悪した日から１月以内の医師が指示した連続した７日間（注 性増悪した日から１月以内の医師が指示した連続した７日間（

５ただし書に規定する期間を除く。）については、１日につき 注７ただし書に規定する期間を除く。）については、１日につ

１回に限り算定することができる。 き１回に限り算定することができる。

注７ 注１及び注２に規定する場合であって、夜間（午後６時から 注９ 注１及び注３に規定する場合であって、夜間（午後６時から

午後10時までの時間をいう。以下同じ。）又は早朝（午前６時 午後10時までの時間をいう。以下同じ。）又は早朝（午前６時

から午前８時までの時間をいう。以下同じ。）に医療観察精神 から午前８時までの時間をいう。以下同じ。）に医療観察精神

科訪問看護・指導を行った場合は、医療観察夜間・早朝訪問看 科訪問看護・指導を行った場合は、医療観察夜間・早朝訪問看



護加算として所定点数に210点を加算し、深夜（午後10時から 護加算として所定点数に210点を加算し、深夜（午後10時から

午前６時までの時間をいう。以下同じ。）に医療観察精神科訪 午前６時までの時間をいう。以下同じ。）に医療観察精神科訪

問看護・指導を行った場合は、医療観察深夜訪問看護加算とし 問看護・指導を行った場合は、医療観察深夜訪問看護加算とし

て所定点数に420点を加算する。 て所定点数に420点を加算する。

注８ 注１及び注２に規定する場合であって、通院対象者又はその 注10 注１及び注３に規定する場合であって、通院対象者又はその

家族等の求めを受けた指定通院医療機関（診療所又は在宅療養 家族等の求めを受けた指定通院医療機関（診療所又は在宅療養

支援病院に限る。）の医師の指示により、指定通院医療機関（ 支援病院に限る。）の医師の指示により、指定通院医療機関（

令第１条各号に掲げものを除く。）の保健師等が緊急に医療観 令第１条各号に掲げるものを除く。）の保健師等が緊急に医療

察精神科訪問看護・指導を実施した場合には、医療観察精神科 観察精神科訪問看護・指導を実施した場合には、医療観察精神科

緊急訪問看護加算として、１日につき所定点数に265点を加算 緊急訪問看護加算として、１日につき所定点数に265点を加算

する。 する。

注９・注10 （略） 注11・注12 （略）

注11 指定通院医療機関（令第１条各号に掲げるものを除く。)に 注13 指定通院医療機関（令第１条各号に掲げるものを除く。)に

よる医療観察精神科訪問看護・指導と令第１条各号に掲げる指 よる医療観察精神科訪問看護・指導と令第１条各号に掲げる指

定通院医療機関（以下「訪問看護事業型指定通院医療機関」と 定通院医療機関（以下「訪問看護事業型指定通院医療機関」と

いう。）による医療観察訪問看護が同一月に混在して行われる いう。）による医療観察訪問看護が同一月に混在して行われる

場合は、同一日に双方が実施することのないよう十分に調整す 場合は、同一日に双方が実施することのないよう十分に調整す

ること。また、医療観察精神科訪問看護・指導料と医療観察訪 ること。また、医療観察精神科訪問看護・指導料と医療観察訪

問看護基本料の算定回数の合計は、注５ただし書及び注６の場 問看護基本料の算定回数の合計は、注７ただし書及び注８の場

合を除き、前期通院対象者通院医学管理料を算定した月にあっ 合を除き、前期通院対象者通院医学管理料を算定した月にあっ

ては週５回を、それ以外の場合にあっては週３回をそれぞれ限 ては週５回を、それ以外の場合にあっては週３回をそれぞれ限

度とすること。 度とすること。

注12 指定通院医療機関の保健師等が、最も合理的な経路及び方法 （新設）

による当該指定通院医療機関の所在地から患家までの移動にか

かる時間が１時間以上である通院対象者に対して医療観察精神

科訪問看護・指導を行い、次のいずれかに該当する場合、医療

観察特別地域訪問看護加算として、所定点数の100分の50に相

当する点数を加算する。

イ 別に厚生労働大臣が定める地域に所在する指定通院医療機

関の保健師等が医療観察精神科訪問看護・指導を行う場合



ロ 別に厚生労働大臣が定める地域外に所在する指定通院医療

機関の保健師等が別に厚生労働大臣が定める地域に居住する

通院対象者又はその家族等に対して医療観察精神科訪問看護

・指導を行う場合

12～14 （略） 12～14 （略）

第３章 医療観察訪問看護 第３章 医療観察訪問看護

通則 通則

（略） （略）

１ 医療観察訪問看護基本料 １ 医療観察訪問看護基本料

イ （略） イ （略）

ロ 削除 ロ 医療観察訪問看護基本料(Ⅱ) 160点

ハ （略） ハ （略）

注１ （略） 注１ （略）

（削る） 注２ 医療観察訪問看護基本料(Ⅱ)については、通院対象者であって

、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法

律に規定する障害福祉サービスを行う施設及び福祉ホームに入

所している複数のものに対して、法第104条の処遇に関する実

施計画や主治医の指示に基づき訪問看護事業型指定通院医療機

関の看護師等が、訪問して同時に看護又は療養上必要な指導を

行った場合に算定する。

注２ 医療観察訪問看護基本料(Ⅲ)については、通院対象者（同一建 注３ 医療観察訪問看護基本料(Ⅲ)については、通院対象者（同一建

物居住者に限る。）又はその家族等に対して、法第104条の処 物居住者に限り、注２に規定する通院対象者を除く。）又はそ

遇に関する実施計画や主治医の指示に基づき訪問看護事業型指 の家族等に対して、法第104条の処遇に関する実施計画や主治

定通院医療機関の看護師等が、訪問して看護又は療養上必要な 医の指示に基づき訪問看護事業型指定通院医療機関の看護師等

指導を行った場合に算定する。 が、訪問して看護又は療養上必要な指導を行った場合に算定す

る。

注３ 注１及び注２に規定する場合（いずれも30分未満の場合を除 注４ 注１及び注３に規定する場合（いずれも30分未満の場合を除

く。）であって、看護師等が当該訪問看護事業型指定通院医療 く。）であって、看護師等が当該訪問看護事業型指定通院医療

機関の他の看護師等、准看護師、看護補助者又は精神保健福祉 機関の他の看護師等、准看護師、看護補助者又は精神保健福祉



士と同時に訪問して、看護又は療養上必要な指導を行った場合 士と同時に訪問して、看護又は療養上必要な指導を行った場合

は、医療観察複数名訪問看護加算として、次に掲げる区分に従 は、複数名訪問看護加算として、次に掲げる区分に応じ、それ

い、１日につき、いずれかを所定点数に加算する。ただし、ハ ぞれに次に掲げる点数を所定点数に加算する。ただし、ハの場

の場合にあっては、週１日を限度として加算する。 合にあっては、週１回を限度として加算する。

イ 看護師等が他の看護師等と同時に医療観察訪問看護を行っ イ 看護師等が他の看護師等と同時に医療観察訪問看護を行っ

た場合 た場合 430点

⑴ １日に１回の場合 450点 （新設）

⑵ １日に２回の場合 900点 （新設）

⑶ １日に３回以上の場合 1,450点 （新設）

ロ 看護師等が准看護師と同時に医療観察訪問看護を行った場 ロ 看護師等が准看護師と同時に医療観察訪問看護を行った場

合 合 380点

⑴ １日に１回の場合 380点 （新設）

⑵ １日に２回の場合 760点 （新設）

⑶ １日に３回以上の場合 1,240点 （新設）

ハ （略） ハ （略）

注４ 注１及び注２については、主治医から医療観察精神科特別訪 注５ 注１及び注３については、主治医から医療観察精神科特別訪

問看護指示書の交付を受け、当該医療観察精神科特別訪問看護 問看護指示書の交付を受け、当該医療観察精神科特別訪問看護

指示書及び法第104条の処遇に関する実施計画に基づき、訪問 指示書及び法第104条の処遇に関する実施計画に基づき、訪問

看護事業型指定通院医療機関の看護師等が医療観察訪問看護を 看護事業型指定通院医療機関の看護師等が医療観察訪問看護を

行った場合には、１月に１回に限り、当該指示があった日から 行った場合には、１月に１回に限り、当該指示があった日から

起算して14日を限度として算定する。 起算して14日を限度として算定する。

（削る） 注６ 注２に規定する場合であって、医療観察訪問看護の時間が３

時間を超えた場合は、３時間を超えた時間について、５時間を

限度として、１時間又はその端数を増すごとに所定点数に40点

を加算する。

注５ 医療観察訪問看護基本料については、注４の場合を除き、前 注７ 医療観察訪問看護基本料については、注５の場合を除き、前

期通院対象者通院医学管理料を算定している当該月にあっては 期通院対象者通院医学管理料を算定している当該月にあっては

週５回を、それ以外の場合にあっては週３回をそれぞれ限度と 週５回を、それ以外の場合にあっては週３回をそれぞれ限度と

して算定する。 して算定する。



注６ 訪問看護事業型指定通院医療機関の看護師等が、最も合理的 注８ 別に厚生労働大臣が定める地域に所在する訪問看護事業型指

な経路及び方法による当該訪問看護事業型指定通院医療機関の 定通院医療機関の看護師等が、最も合理的な経路及び方法によ

所在地から患家までの移動にかかる時間が１時間以上である者 る当該訪問看護事業型指定通院医療機関の所在地から患家まで

に対して医療観察訪問看護を行い、次のいずれかに該当する場 の移動にかかる時間が１時間以上である者に対して医療観察訪

合には、医療観察特別地域訪問看護加算として、所定点数の10 問看護を行った場合には、医療観察特別地域訪問看護加算とし

0分の50に相当する点数を加算する。 て、所定点数の100分の50に相当する点数を加算する。

イ 別に厚生労働大臣が定める地域に所在する訪問看護事業型 （新設）

指定通院医療機関の看護師等が医療観察訪問看護を行う場合

ロ 別に厚生労働大臣が定める地域外に所在する訪問看護事業 （新設）

型指定通院医療機関の看護師等が別に厚生労働大臣が定める

地域に居住する通院対象者又はその家族等に対して医療観察

訪問看護を行う場合

注７ 注１及び注２に規定する場合であって、通院対象者又はその 注９ 注１及び注３に規定する場合であって、通院対象者又はその

家族等の求めに応じて、その主治医（診療所又は在宅療養支援 家族等の求めに応じて、その主治医（診療所又は在宅療養支援

病院の医師に限る。）の指示に基づき、訪問看護事業型指定通 病院の医師に限る。）の指示に基づき、訪問看護事業型指定通

院医療機関の看護師等が緊急に医療観察訪問看護を実施した場 院医療機関の看護師等が緊急に医療観察訪問看護を実施した場

合には、医療観察精神科緊急訪問看護加算として、１日につき 合には、医療観察精神科緊急訪問看護加算として、１日につき

所定点数に265点を加算する。 所定点数に265点を加算する。

注８ 注１及び注２に規定する場合であって、医療観察精神科特別 注10 注１及び注３に規定する場合であって、医療観察精神科特別

訪問看護指示書に基づき、訪問看護事業型指定通院医療機関の 訪問看護指示書に基づき、訪問看護事業型指定通院医療機関の

看護師等が、長時間にわたる医療観察訪問看護を行った場合に 看護師等が、長時間にわたる医療観察訪問看護を行った場合に

は、医療観察長時間訪問看護加算として、週１日を限度として は、医療観察長時間訪問看護加算として、週１日を限度として

、所定点数に520点を加算する。 、所定点数に520点を加算する。

注９ 注１及び注２に規定する場合であって、夜間又は早朝に医療 注11 注１及び注３に規定する場合であって、夜間又は早朝に医療

観察訪問看護を行った場合は、医療観察夜間・早朝訪問看護加 観察訪問看護を行った場合は、医療観察夜間・早朝訪問看護加

算として所定点数に210点を加算し、深夜に医療観察訪問看護 算として所定点数に210点を加算し、深夜に医療観察訪問看護

を行った場合は、医療観察深夜訪問看護加算として所定点数に を行った場合は、医療観察深夜訪問看護加算として所定点数に

420点を加算する。 420点を加算する。

注10 （略） 注12 （略）

注11 訪問看護事業型指定通院医療機関による医療観察訪問看護と 注13 訪問看護事業型指定通院医療機関による医療観察訪問看護と



指定通院医療機関（令第１条各号に掲げるものを除く。）によ 指定通院医療機関（令第１条各号に掲げるものを除く。）によ

る医療観察精神科訪問看護・指導が同一月に混在して行われる る医療観察精神科訪問看護・指導が同一月に混在して行われる

場合は、同一日に双方が実施することのないよう十分に調整す 場合は、同一日に双方が実施することのないよう十分に調整す

ること。また、医療観察訪問看護基本料と医療観察精神科訪問 ること。また、医療観察訪問看護基本料と医療観察精神科訪問

看護・指導料の算定回数の合計が、注４の場合を除き、前期通 看護・指導料の算定回数の合計が、注５の場合を除き、前期通

院対象者通院医学管理料を算定した月にあっては週５回を、そ 院対象者通院医学管理料を算定した月にあっては週５回を、そ

れ以外の場合にあっては週３回をそれぞれ限度とすること。 れ以外の場合にあっては週３回をそれぞれ限度とすること。

２ 医療観察訪問看護管理料 ２ 医療観察訪問看護管理料

イ・ロ （略） イ・ロ （略）

注１ （略） 注１ （略）

注２ 別に厚生労働大臣が定める基準に適合しているものとして地 注２ 別に厚生労働大臣が定める基準に適合しているものとして地

方厚生局長に届け出た訪問看護事業型指定通院医療機関が、通 方厚生局長に届け出た訪問看護事業型指定通院医療機関が、通

院対象者又はその家族等に対して当該基準に規定する24時間の 院対象者又はその家族等に対して当該基準に規定する24時間の

対応体制にある場合（医療観察訪問看護を受けようとする者の 対応体制又は連絡体制にある場合（医療観察訪問看護を受けよ

同意を得た場合に限る。）には、医療観察24時間対応体制加算 うとする者の同意を得た場合に限る。）には、当該基準に係る

として、月１回に限り、所定点数に640点を加算する。ただし 区分に従い、月１回を限度として、次に掲げる点数のいずれか

、当該月において、当該通院対象者について他の訪問看護事業 を所定点数に加算する。ただし、当該月において、当該通院対

型指定通院医療機関が医療観察24時間対応体制加算を算定して 象者について他の訪問看護事業型指定通院医療機関が次に掲げ

いる場合は、算定しない。 る加算を算定している場合は、算定しない。

（削る） イ 医療観察24時間対応体制加算 540点

（削る） ロ 医療観察24時間連絡体制加算 250点

３ 医療観察訪問看護情報提供料 ３ 医療観察訪問看護情報提供料 200点

イ 医療観察訪問看護情報提供料(Ⅰ) 200点 （新設）

ロ 医療観察訪問看護情報提供料(Ⅱ) 150点 （新設）

注１ 医療観察訪問看護情報提供料(Ⅰ)については、ケア会議に訪問 注 ケア会議に訪問看護事業型指定通院医療機関の職員が出席し、

看護事業型指定通院医療機関の職員が出席し、法第91条の規定 法第91条の規定に基づき通院対象者の適切な処遇のため精神障害

に基づき通院対象者の適切な処遇のため精神障害者の医療、保 者の医療、保健又は福祉に関する機関との連絡調整を行うため、

健又は福祉に関する機関との連絡調整を行うため、保護観察所 保護観察所を含む関係機関に対して通院対象者に係る看護又は療

を含む関係機関に対して通院対象者に係る看護又は療養上必要 養上必要な指導についての情報提供等を行った場合、ケア会議の



な指導についての情報提供等を行った場合、ケア会議の開催の 開催の都度、算定する。

都度、算定する。

注２ 医療観察訪問看護情報提供料(Ⅱ)については、訪問看護事業型 （新設）

指定通院医療機関が、法第91条の規定に基づき通院対象者の適

切な処遇のため精神障害者の医療、保健又は福祉に関する機関

との連絡調整を行うため、保護観察所を含む関係機関に対して

、当該関係機関からの求めに応じて、通院対象者に係る看護又

は療養上必要な指導についての情報提供等を行った場合、月１

回に限り算定する。ただし、以下のいずれかに該当する場合に

は算定しない。

イ 医療観察訪問看護情報提供料(Ⅰ)を算定する場合

ロ 他の訪問看護事業型指定通院医療機関において、当該関係

機関に対して情報提供等を行うことにより医療観察訪問看護

情報提供料(Ⅱ)を算定している場合




